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東京電力ホールディングス株式会社の公募「多核種除去設備等で浄化処理 

した水からトリチウムを分離する技術」に対しての進捗状況について 
 

 

当社は、2021年９月29日付で公表しました「（開示事項の経過）創イノベーション株式会社とのALPS

処理水除去技術の共同実証試験の完了に関するお知らせ」の通り、創イノベーション株式会社(本社：東

京都千代田区 代表取締役：神保安広、以下、「創イノベーション」)と取組んでいる「ALPS 処理水に含

まれるトリチウムの分離技術」の共同実証試験について、全て完了し、東京電力ホールディングス株式

会社の公募「多核種除去設備等で浄化処理した水からトリチウムを分離する技術」に対しての公募に対

しても、2021年９月29日に応募手続きが完了しております。 

 

 

１.東京電力ホールディングス株式会社の公募「多核種除去設備等で浄化処理した水からトリチウムを分

離する技術」に対しての進捗状況について 

本日、本案件の窓口であるナインシグマ・アジアパシフィック株式会社から一次評価結果の連絡が

届き、「評価基準を満たすと判断しました。」との内容でした。 

二次評価からは東京電力ホールディングス株式会社による評価となります。引き続き本案件に取り

組んでまいります。 

参考に本案件の窓口であるナインシグマ・アジアパシフィック株式会社にて公表されているスケ

ジュールを以下に記載しております。 

 

 

 

参考：ナインシグマ・アジアパシフィック株式会社のホームーページからの抜粋 

 

想定されるプロジェクトの進め方 

公募の提案締切ごとに、ナインシグマ社は書面による一次評価を行い、6-8 週間後に各提案者へお伝

えします。一次評価にあたっては、必要に応じてナインシグマ社から追加質問や直接の議論を行います。

また、提案者へ一次評価結果を各提案者へお伝えする際には、評価基準に対し何が満足・不足していた

かといった今後のアドバイスとなりうる評価理由をお伝えします。 

 その後、一次評価において有望な提案に対して、依頼主から提案者に対して追加質問や直接の議論を

行い、依頼主による二次評価により実用化に向けた検証等に進む候補を選定します。二次評価結果は、

一次評価の 6-8 週間後に依頼主から提案者へ回答します。二次評価による選定後、具体的な設計の検討

や技術の実証試験などを行い、技術の確立を目指していただきます。具体的な協業体制については提案

者と依頼主の協議の上決定いただくこととなります。また、必要に応じて提案者と依頼主は秘密保持契

約（NDA）などの契約を締結します。 

 

以 上 

 


